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令 和 ３年 1 1 月 

筑 西 市 
 



新型コロナウイルス感染症対策方針及び経過報告の改定にあたり 

 

新型コロナウイルス感染症陽性者が確認されてから約 2 年が経過し、これまで経験した

ことのない未曾有の長期化した混乱のなか、国においては感染症拡大防止や経済対策等に

取り組んでおり、現在は、第 5 波も収まり小康状態を維持している。 

一方、筑西市では、令和２年 10 月に「新型コロナウイルス感染症対策ビジョン」を策定

し、全庁を挙げてコロナ対策に取り組んできた。その対策は、広範囲にわたるため、日々

刻々と状況が変化するなかで多角的な視点を持って検討を重ね、適時的確に判断してきた。

そのような状況下において、現在変異株等による第 6 波が懸念されており、当該ビジョン

改定の必要性が顕著になってきている。 

そこで、これまでの対策経過を踏まえ今後の課題の抽出、更なる対策を講じる指針とな

る方針をここに策定する。 

 

１．ワクチン接種体制の整備と円滑な接種への備え       

〔現状〕 

市内のワクチン接種は、県内のクラスターが発生した市町村に優先的にワクチンが配分

されたことにより、ワクチンの到着が遅れ、一般市民への接種は令和 3 年 6 月 1 日からと

なった。先行して行われた医療従事者や高齢者施設等の入所者、従事者などに続き、高齢

者に対しての接種、段階的に若い世代の接種へと進めていった。7 月には県の大規模接種

会場の設置、企業や学校等での職域接種の開始など、接種を加速化させるための施策が次々

とスタートし、その対応に追われた。7 月末までに高齢者の接種、11 月末までに希望する

すべての 12 歳以上の人の接種を完了するように、国の方針に従って目標を掲げ、市民の安

心・安全な接種を行うよう取り組んでいる。 

しかし、ワクチンの供給が不安定な状況にあることで予約がとれない状況が続いている

こと、感染症対策として広い集団接種会場の設定が必要で会場変更を余儀なくされたこと、

集団接種会場に協力する医師、看護師等の不足等が影響し、当初予定していた接種計画よ

り遅れが生じている状況ではあるが、目標としている 11 月末までには、接種を希望する人

の概ねの接種を終えることができるよう、今後も接種を促進していく方向である。 

また、ワクチン接種がまだ終了しない市民が、不安なく日常生活を送ることができるよ

う、令和 4 年 3 月末までの簡易 PCR 検査の実施を決めている。 

 

〔課題〕 

 ワクチン接種に関しては、9 月末現在、高齢者の約 9 割の人が 2 回目の接種を済ませて

いるが、年代が若くなるにつれて接種率は低く、なかなか接種が進まない状況である。 

年代別にみると、50 歳代 60％、40 歳代 40％、30 歳代 34％、20 歳代 28％、12 歳～19 歳

代 17％であり、接種を加速させることが、市民の感染症対策に非常に重要であり、早期に



集団免疫を獲得すべく、接種体制を再構築する必要がある。 

 また、ワクチン接種をした後も、引き続き感染対策は必要であることを市民に周知し、

新たな感染の波を起こさない、新しい生活様式の確立に向けても、正しい情報を多くの人

に啓蒙してく必要がある。 

 

■ ウィズコロナに関する情報発信 

① 庁内連携によるコロナ関連情報の随時発信 

② 市民の安全安心を守るコロナ対策の推進 

 

■ 市の新型コロナウイルス感染症の令和 3 年度独自支援策 

① プレミアム付商品券発行事業（第２弾） 

② ちくせい高齢者支援便 

③ ちくせい若者支援便（第３弾） 

④ 生理用品無償配付事業 

 

 

２．ポストコロナへの備え 

〔現状〕 

 2 回目までのワクチン接種を実施したとはいえ、いまだ収束感のみえない状況にある。

現在のところ感染状況の先行きは不透明であり、3 回目の接種も予定されている。 

 ウィズコロナへ向けて、感染症の拡大防止をしつつ市として、経済対策を含めた具体的

な施策を検討する必要がある。 

 

〔課題〕 

 コロナ対策は、言い換えれば「見えざる敵との戦い」でもある。各自治体では、知恵を

絞りながらの対策を講じているが、次々に問題が生じ状況の変化も速い。その代表例が変

異株である。感染症の状況を注視しつつ対策の検討を重ね、県や国との連携を図り施策を

講じていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 



新型コロナウイルス感染症の主な動向           （令和 3年 9月末日現在） 

年月 国 県 市 

令和２年

１月 
･国内初の感染者確認  

 

･ホームページ等による注意喚起 

･各種イベント中止 

２月 ･国内初の死亡事例確認 

 

･クルーズ船の乗客、県内受

け入れ 

･筑西市新型コロナウイルス感染

症対策本部の設置 

３月 

 

･全国の小中高臨時休校要

請（3/2～春休みまで） 

 

･県内初の感染者確認 

 

 

･休日・夜間の電話相談開設 

･市内小中学校休校 

･公共施設臨時休館 

･市内医療機関等に備蓄マスクを

提供 

４月 

 

･全世帯に布製マスク配布 

･全国に緊急事態宣言 

･特別定額給付金事業発表 

･県内初の死亡事例確認 

･特定警戒都道府県に指定 

･茨城県緊急事態措置発表 

･市内初の感染者発生 

･除菌液配布 

 

５月 

 

 

･厚生労働省「新しい生活様

式」を公表 

･全国の緊急事態宣言解除

決定 

･県独自のコロナ対策指針

発表 

･コロナ対策指針の一部変

更 

･サーマルカメラ設置（本庁他） 

･全市民に布製マスク配布 

･PCR 検査センター開設（継続中） 

･特別定額給付金事業申請開始 

･事業者向け支援事業開始 

6 月 

 

･都道府県を跨ぐ移動の自

粛緩和 

･新型コロナウイルス接触

確認アプリ「COCOA」公開 

･茨城県独自のシステム「い

ばらきアマビエちゃん」の

運用開始 

･筑西市プレミアム商品券申請受

付 

・議会定例会にてコロナ支援策可

決 

7 月 ･GоTоトラベルキャンペ

ーン開始 

感染者が急増した 7 月下旬

について、大井川知事が「第

2 波」と表現 

・議会臨時会にて追加コロナ支援

策可決（オンライン学習環境整備

事業：市内小中学校の児童生徒 1人

1 台の端末機器（タブレット）の整

備） 

8 月   ・筑西市プレミアム商品券使用開

始 

9 月 GоTоトラベルキャンペ

ーン停止 

 ・議会定例会にて追加コロナ支援

策可決 

11 月  ・26 人が感染し、過去最多

を 2 日連続で更新。「第 3

波」の兆候が現れる 

・県内感染者が累計 1 千人

を超える 

・県南 8 市町に酒の提供や

接待を伴う飲食店の時短営

業を要請 

 



12 月  県内全域で時短営業を要請

解除 

 

令和 3 年 

1 月 
 ・常総市などに飲食店の時

短営業を要請 

・127 人が感染し、1 日当た

りの新規感染者が初めて

100 人を超える。 

・県独自の緊急事態宣言を

発令し、県内全域の飲食店

に時短営業を要請 

 

2 月 ・国が実施する医療従事者

向けの新型コロナワクチン

先行接種が開始 

 

・県内感染者が累計 5 千人

を超える。 

・県独自の緊急事態宣言を

解除 

 

3 月   医療従事者向けの新型コロナワク

チン先行接種を開始 

4 月 4 都道府県に緊急事態宣言 高齢者向けのワクチン接種

が県内で開始 

知事が「第 4 波の入り口」

との認識を示す 

水戸市など 6 市町の飲食店

に時短営業を要請 

重症患者が 20 人で過去最

多 

65 歳以上の市民に接種券送付 

5 月 緊急事態宣言に沖縄等 10

都道府県が追加 

 高齢者施設等入所者、職員向け先

行接種を開始 

6 月 沖縄を除き緊急事態宣言を

解除 

・県内感染者が累計 1 万人

を超える 

・県内全域で時短営業を要

請解除 

65 歳以上の一般市民に市内医療機

関及び集団接種でワクチン接種を

開始 

0～64 歳の市民に接種券送付 

7 月 緊急事態宣言に埼玉・千葉・

神奈川・大阪が追加 

193 人の感染を確認 19 歳以下の市民に接種券送付 

不安を抱えた人への簡易ＰＣＲ検

査開始 

8 月 緊急事態宣言に茨城・栃木・

群馬・静岡・京都・兵庫・福

岡・広島が追加 

県内初となる国のまん延防

止等重点措置が県内 38 市

町村に適応。「茨城県非常事

態宣言」発出 

過去最多の 391 人の感染確

認 

 

9 月 緊急事態宣言を解除    



≪コロナ感染者の推移≫                  令和 3 年 10 月末日現在 

 令和２年 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

茨城県 139 人 5 人 6 人 120 人 251 人 112 人 

筑西市 2 人 0 人 0 人 2 人 3 人 1 人 

 

 令和２年 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

令和 3 年 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

令和 2 年

度計 

茨城県 111 人 793 人 885 人 2,372 人 937 人 985 人 6,716 人 

筑西市 1 人 5 人 11 人 66 人 34 人 31 人 156 人 

  

 令和 3 年 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

 

小計 

 

総 数 

茨城県 1,403 人 1,591 人 810 人 1,916 人 8,167 人 3,513 人 17,400 人 24,116 人 

筑西市 30 人 50 人 30 人 43 人 359 人 151 人 663 人 819 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

３．令和 2 年度事業実績 

・筑西市の独自支援策 

市では、これまで国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、

市民へのコロナ感染拡大防止と不安払拭に努めるとともに、市内経済の回復を主眼とした

独自支援策を講じてきた。 

令和２年度に市が実施した主なコロナ対策支援策と実績は以下のとおりである。 

 

 

 

                            

主な事業 概  要 実  績 

全市民への布製マスクの配

布 

市民 1 人につき布製マスク

1 枚を 5 月に各世帯に郵送 

・配布枚数 103,694 枚 

洗って使える布製マスクを

５月に配布し感染防止を図

った。 

希望する世帯への除菌液配

布 

市内小学校や各支所等で希

望する世帯に除菌液を配布 

・25,849 世帯（4 月、5

月、8 日間） 

筑西市応援プレミアム付商

品券発行事業 

新型コロナウイルス感染症

の拡大により、影響を受け

ている市内飲食店の支援及

び家計への負担軽減を目的

としたプレミアム付商品券

の発行 

・第 1 弾 

総販売数：20,000 セット 

・第 2 弾 

販売総数：40,000 セット 

 

 

筑西市応援プレミアム付商

品券配布事業 

子育て世帯（未就学児から

18 歳の子がいる世帯、ひと

り親世帯）の生活を支援す

るため、対象者にプレミア

ム付商品券を配布 

・子育て世帯対象者（児童

手当受給者）０歳～15 歳 

（公務員・特例給付除く） 

5,000 円×10,401 人(児童

数) 

・ひとり親世帯対象者（児

童扶養手当受給者） 

第 1 弾 3,000 円×783 世

帯第 2 弾 10,000 円×791

世帯 

 

⑴ 一般市民向け（感染拡大防止・不安払拭） 



 
 

主な事業 概  要 実  績 

・未就学児世帯 

10,000 円×3,262 世帯 

・高校生世代のいる世帯 

16～18 歳 

10,000 円×2,641 世帯 

水道料金(基本料金)2 分の 

１減免事業 

市民の生活や経済活動を支

援するため、令和 2 年 10

月から 12 月支払分について

水道料金の基本料金の 2 分

の１を減免 

10 月支払分－35,043 件 

11 月支払分－35,017 件 

12 月支払分－35,011 件 

ちくせい若者支援便事業 

帰郷できずに、県外で励む

18 歳から 25 歳までの若者

に対する勇気づけと支援を

目的に、本市の地産品を中

心とした食材等を送付した 

【第 1 弾】655 件 

令和 2 年 6 月 23 日～10 月

31 日実施 

【第 2 弾】532 件 

令和 3 年 1 月 18 日～3 月

18 日実施 

GIGA スクール構想整備事

業 

市内小・中学校の児童生徒

1 人 1 台の端末機器（タブ

レット）の整備 

令和 2 年度中に児童生徒 1

人につき１台のタブレット

端末を整備するとともに、

端末を利用するための通信

環境を構築した。 

インフルエンザ予防接種助

成事業（65 歳以上） 

新型コロナウイルス感染症

及びインフルエンザの同時

流行に備え、重症化のリス

クの高い 65 歳以上の市民を

対象とする高齢者インフル

エンザワクチン予防接種の

助成を 3,000 円に増額 

65 歳以上及びその他特例

者 22,553 人 

小児インフルエンザ  

11,655 人 

市立学校給食費助成事業 

小・中学校児童生徒の給食

費保護者負担分を軽減する

ため、令和 3 年 1 月から 3

月の学校給食納付金を減額 

学校給食納付金のうち従来

の負担軽減額 1,300 円に加

えて、令和 3 年 1 月から 3

月までの 3 カ月間、さらに



 
 

主な事業 概  要 実  績 

月額 1,000 円を減額し、保

護者の負担軽減を図った。 

地域力創造事業(「ちっくタ

ッグ」による支援事業) 

筑西市活性化プロジェクト

「ちっくタッグ」が実施す

る、飲食店のテイクアウト

用メニューの作成等の取組

に対して支援 

飲食店の営業時間短縮の要

請などを受け、経営状況が

大変厳しい状況にあること

から、テイクアウト用チラ

シの作成や、テイクアウト

容器・箸・おしぼり・リサ

イクル容器などを提供し、

テイクアウトの推奨と PR

支援を行った。 

チラシ作成：約 40 店舗 

ポスター制作：約 20 店舗 

容器等提供：約 100 店舗 

市立学校修学旅行取消料 

等助成事業 

修学旅行等の内容の変更や

延期、中止等に伴う取消料

のうち保護者が負担する経

費の補助 

感染拡大防止等のため、令

和 2 年 4 月以降に修学旅行

等の中止、内容の変更、又

は延期したことに伴い発生

する経費のうち児童生徒の

保護者が負担する費用を助

成し、保護者の負担軽減を

図った。 

防災無線戸別受信機導入 

事業 

情報伝達手段として防災行

政無線の戸別受信機を購入

し市民に貸与 

令和２年度に契約締結した

が、戸別受信機の半導体回

路の製造工場火災により、

令和３年度へ事業を繰越 

学校再開に向けた給食費 

支援事業 

分散登校時の軽食の提供及

び学校再開時の給食提供の

無償化 

令和 2 年５月 25 日から２

週間、分散登校をする間に、

パン、牛乳など軽食を提供

した。また、軽食提供分を

含め、６月分までの給食費

を全額免除し、保護者の負

担軽減を図った。 



 
 

主な事業 概  要 実  績 

ＰＣＲ検査センター開設 

事業 

真壁医師会の協力のもと巡

回診療ＰＣＲ検査センター

を設置し、ドライブスルー方

式のＰＣＲ検査に特化して

検査を行う。5 月 19 日から

実施 

詳細は「令和 3 年拡充する

取り組み」に記入。 

市庁舎等感染防止対策事 

業 

サーマルカメラ、図書除菌

機、加湿空気清浄機等の導入 

サーマルカメラ３台、加湿

空気清浄機 56 台、図書除菌

機 2 台等を設置し、感染防

止に努めた。 

防災支援事業（避難所テン 

ト等購入） 

避難所における感染症対策

に必要な資材の購入 

避難所テント＝ワンタッチ

パーティション 700張を購

入し、優先開設避難所とな

る７中学校に配備済。 

3~4 か月児委託健康診査 

事業 

集団健診から医療機関にお

ける個別健診へ変更 

受診者数 469 人 

議場における感染対策事 

業 

議場の議席間等にアクリル

板衝立の設置。 

議場の議席の間、議長席、

質問席にアクリル板衝立を

設置し、感染防止に努めた。 

 

 

 

  

主な事業 概  要 実  績 

コロナ感染症拡大防止協力

金事業 

県の要請や協力依頼に応じ

て、事業の休業や営業時間

の短縮をしている市内の事

業者に対して、県の協力金

に上乗せして協力金(5 万円)

を交付 

支給件数：406 件 

 

⑵ 事業者向け（市内経済の回復） 



 
 

主な事業 概  要 実  績 

中小企業者等家賃支援補助

金事業 

新型コロナウイルス感染症

拡大により売上が減少した

中小企業者に対して、店舗

等の賃借料を補助 

交付件数：39 件 

 

飲食店等感染症対策補助金

事業 

新型コロナウイルス感染症

の拡大により、影響を受け

ている市内飲食店等が営業

を維持しながら、感染拡大

防止対策に取り組む設備等

に要する費用を補助 

交付件数：109 件 

 

プレミアム付商品券発行事

業 

新型コロナウイルス感染症

拡大により、影響を受けて

いる市内飲食店等の支援及

び家計への負担軽減を目的

としたプレミアム付商品券

の発行 

発行総額：668,892,000 円 

販売額：（第 1 弾、第 2 弾

合計）540,000,000 円 

配布額：（児童扶養手当受

給者、ひとり親世帯等）：

128,892,000 円 

交通事業者支援事業 

交通事業者に対し、今後の

感染症対策や利用促進対策

等を支援するため、支援給

付金を交付 

感染症の拡大に伴い利用者

が激減し、事業者の経営基

盤が極めて厳しい状況であ

ることから、売上減少等の

影響を受けた市内の交通事

業者等に対して、感染症対

策や利用促進のための給付

金を支給した。 

給付件数：26 社 

理容業・美容業、及び療術

業事業者支援給付金事業 

新型コロナウイルス感染症

拡大により、影響を受けて

いる市内の理容業・美容業

（ヘアスタイリングを行う

店舗に限る）、療術業を営む

中小企業者に給付金を支給 

支給件数：237 件 

 



 
 

主な事業 概  要 実  績 

旅館業等事業者支援給付金

事業 

新型コロナウイルス感染症

拡大により売上が減少した

ホテル・旅館業等を営む中

小企業の経営を支えるため

の給付金の支給 

支給件数：8 件 

 

中小企業者等事業継続支援

給付金事業 

新型コロナウイルス感染症

拡大により売上が減少した

中小企業者のうち、国の持

続化給付金の条件を満たし

ていない事業者に市独自の

給付金を交付 

給付件数：292 件 

 

宮山公園、道の駅感染防止

対策事業 

「宮山ふるさとふれあい公

園」と「道の駅グランテラ

ス筑西」における感染予防

対策として必要な備品を購

入 

宮山ふるさとふれあい公園 

テーブル  4 台 

椅 子 16 脚 

パラソル  4 本 

道の駅グランテラス筑西 

テーブル  5 台 

椅 子 20 脚 

パラソル  7 本 

事業者支援制度申請代行等

助成金事業 

新型コロナウイルス感染症

拡大の影響を受けた中小企

業者が、国・県の経済支援

制度を申請するため、資格

を有する第三者に申請書類

の作成や申請手続きを依頼

した際の手数料の一部を補

助 

交付件数：220 件 

 

 

貸切バス旅行支援事業 

市民向け旅行の貸切バス運

行事業者に対し支援金を交

付 

交付件数：41 件 

 

融資応援給付金事業 

新型コロナウイルス感染症

拡大の影響により売上が減

少した中小企業者が公的融

給付件数：645 件 

 



 
 

主な事業 概  要 実  績 

資を活用し、企業活動を継

続する取組を支援するため

給付金を支給 

旅行事業者支援事業 

市内旅行事業者に、広告宣

伝費及び利用者の旅行代金

の一部を支援 

旅行事業者利用促進事業 

交付件数：119 件 

 

旅行事業者宣伝等促進事業 

交付件数：5 件 

新しい生活様式対応事業者

支援事業 

感染防止対策や販路拡大等

の「新しい生活様式」を実

践する中小企業者に対し、

経費の一部を支援 

交付件数：227 件 

 

真岡鐵道支援事業 
感染症対策や利用促進のた

め給付金を交付 

感染症の拡大防止策として

実施する余裕運行（車両内

において乗客が密集し、及

び密接することがないよう

車両内の空間に余裕を確保

することを目的として乗客

数を制限し、通常より運行

数を増やして運行するこ

と）を支援し、市民の移動

手段の確保及び維持を図る

ため、真岡鐵道株式会社に

対し、給付金を支給した。 

交付額：18,572,000 円 

関東鉄道常総線支援事業 
感染症対策や利用促進のた

め給付金を交付 

感染症の拡大に伴い利用者

が激減し、事業者の経営基

盤が極めて厳しい状況であ

ることから、沿線自治体で

協議の上、関東鉄道株式会

社に対し、感染症対策や利

用促進のための給付金を支

給した。 



 
 

主な事業 概  要 実  績 

交付額：1,000,000 円 

医療機関事業継続支援事業 

地域医療を支えている医療

機関を支援するため給付金

を支給 

病院 100 万円×６施設 

有床診療所 50万円×５施設 

無床診療所 30万円×55施設 

歯科診療所 30万円×55施設 

保育事業等従事者支援事業

(プレミアム商品券の配布) 

保育施設や放課後児童クラ

ブに従事する職員を労うた

め、対象者に商品券を配布 

商品券：10,000 円分 

保育施設：23施設 

放課後児童クラブ：21施設 

配布人数：757 人 

相談業務委託事業 

持続化給付金、県休業要請

協力金等の活用に関する相

談を県行政書士会に委託

し、無料相談窓口を開設 

開 催 数：13 回 

相談件数：49 件 

                                  

 

                                 



 

４． 令和 3 年度拡充する取組、新たな対策 

 

（１）ＰＣＲ検査について 

 

〔現状〕 

  真壁医師会協力のもと、令和２年５月 19 日から運営を開始した筑西市夜間休日一次

救急診療所巡回診療ＰＣＲ検査センターは、令和２年 11 月 15 日から臨時地域外来検査

センターとしてを行っており、令和３年度においても、新型コロナウイルス感染症が収

束していないため、引き続き運営を行っている。 

  また、全市民を対象に、唾液による簡易ＰＣＲ検査も並行して実施し市民の安心安全

に繋げている。当初は令和３年７月６日から８月 12 日まで、65 歳以上の市民へのワク

チン接種が進む中、ワクチン接種までに期間を要する市民の不安解消を目的として、64

歳以下の市民、65 歳以上でワクチン未接種の市民、市外からの通勤・通学者を対象に、

１人１回の回数制限を設けて実施した。しかし、その後も感染拡大は収まらなかったた

め、年齢・ワクチンの接種状況・検査の利用回数等の制限を設けず、令和３年度末まで

期間を延長して簡易ＰＣＲ検査を実施している。 

 

〔課題〕 

  臨時地域外来検査センターについては、現在の運営体制における１稼働日当たりの検

査（検体採取数）は最大 15 件程度だが、令和３年７月及び８月の全国的な感染者増の際

には、検査依頼件数がこれを超える日が度々発生した。 

  今後、再び感染者が増加し、検査依頼が多数となるような場合は、センターの運営体

制を見直すことも必要である。 

 

≪臨時地域外来検査センターにおける筑西市の受検者数≫ 

〔令和２年度〕 

 
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

受検者数 13 人 22 人 36 人 48 人 33 人 

 

 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

令和 2

年度計 

受検者全体に占

める市民の割合 

受検者数 17 人 15 人 4 人 13 人 13 人 36 人 250 人 57.9％ 

 

 



〔令和３年度〕                   令和３年 10 月末現在 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

令和 3 年度

計 

受検者数 25 人 39 人 27 人 78 人 170 人 42 人 7 人 388 人 

 

≪簡易ＰＣＲ検査の受検者数≫ 令和３年 10 月末現在 

〔当初（R3.7.6～R3.8.12）〕     〔延長（R3.9.1～）〕   合 計 

 検査申込者数 ３，３４７人      ４４２人     ３，７８９人 

 検体提出者数 １，６２８人      ２０１人     １，８２９人 

 

（２）新型コロナウイルスワクチン接種 

〔現状〕 

国の方針に従い、速やかに市民のコロナワクチン予防接種が開始できるよう、令和 2 年

12 月健康増進課内にコロナワクチン対策チームを立ち上げた。接種体制構築については、

真壁医師会筑西支部と連携しながら、令和 3 年３月からは市内医療機関の医療従事者、5 月

は高齢者施設入所者及び従事者等、6 月には 65 歳以上高齢者から段階的に年齢を引き下げ

る形で通知発送、予約、接種の流れで、市民への接種を進めてきた。市内での接種体制は

医療機関での個別接種、市が運営する集団接種で、ファイザー社製ワクチンの供給状況に

合わせて整備し、7 月からはモデルナ社製ワクチンを使用した県の大規模接種会場や職域

接種が始まり、市民へのワクチン接種は一段と加速した。7 月末までに 65 歳以上の高齢者

の接種が概ね終了し、11 月末までには 12 歳以上の希望する対象者の全てが接種を完了で

きるように接種を進めている。また、９月に 3 回目となる追加接種について、厚生科学審

議会予防接種・ワクチン分科会等で議論が始まり、早期にコロナワクチン追加接種ができ

る体制を整える予定である。 

 

〔課題〕 

国からのワクチン供給が不安定であるため、国が接種完了目標とする時期までに希望者

の接種が完了しない可能性がある。また、国の度々の方針転換により、市民への周知、広

報が十分行き届いていないのではないかと危惧している。 

 

・接種実績（令和 3 年 10 月末現在） 

   1 回目接種  80,717 人（85.45％）  2 回目接種 72,987 人（77.26％） 

 



部局名 事業名
進捗を踏まえそれぞれの課題や新規事業な

ど

人口対策部
ちくせい若者支援便事業

(第３弾)

帰郷できずに、県外で励む18歳から25歳までの若者

に対する勇気づけと支援を目的に、本市の地産品を

中心とした食材等を送付した。

保健福祉部
新型コロナウイルス

ワクチン接種

新型コロナウイルスワクチン接種を希望者に実施し

た。追加接種も検討されている。

保健福祉部
高齢者等買い物支援事業とプレ

ミアム付商品券との連携

７月26日から開始する高齢者等買い物支援事業（移

動スーパー）において、本市が発行するプレミアム

付商品券を活用出来るようにした。

保健福祉部
全市民対象の新型コロナウイル

ス感染症検査の実施

65歳以上の高齢者に対するワクチン接種が開始さ

れ、64歳以下の市民のワクチン接種が遅れる状況下

の7月1日～8月12日において、感染症の不安を解消

するため、65歳以上の未接種者、64歳以下の市民、

市外在住在学者に無料（在勤者は1,000円）で簡易

ＰＣＲ検査を実施した。

また、ワクチン接種が進む中、感染が収まらない状

況が続く9月から年度末まで第2弾として、身近に陽

性が出ることによる不安を解消するため、全市民及

び市外在住在学者、在勤者を対象に回数制限を設け

ず無料で実施している。

保健福祉部
高齢者世帯エアコン購入費等助

成事業

コロナ禍において外出の機会が減り、在宅時間が長

くなる傾向にある高齢者が、猛暑における熱中症の

予防及び冬季の防寒対策を図り安全・安心に在宅生

活を送ることができるよう、エアコンがない又はエ

アコンが壊れて1台も動かない住宅に居住する高齢

者世帯に対し、エアコンの購入及び設置に要した費

用の一部を助成する。

5.令和3年度実施事業等



令和3年10月末日現在

部局名 事業名
進捗を踏まえそれぞれの課題や新規事業な

ど

保健福祉部

こども部

新型コロナウイルス感染症対策

福祉施設支援等事業

新型コロナウイルス感染症の影響下において、最大

限の感染症対策を継続的に行いつつ、必要な福祉

サービスの提供を行う施設及び事業所に対し、感染

拡大防止のための予防事業に対する補助を行う。

又、従事者への慰労金を支給する。

保健福祉部

こども部

プレミアム商品券配布事業（子

育て世帯・高齢者）

子育て世帯及び高齢者にプレミアム商品券を配布

し、消費者の家計支援及び売り上げの減少した地元

商店や飲食店を支援する。

こども部 ３～４か月児委託健康診査事業 集団健診から医療機関における個別健診へ変更。

こども部 ２歳児委託歯科健康診査事業 集団健診から医療機関における個別健診へ変更。

こども部 生理用品配付事業

新型コロナウイルス感染症拡大の影響等で困窮し、

経済的な理由で生理用品を購入できない市内小中学

生、15歳以上の女性を支援するため、生理用品を無

償で配付する。

令和3年度新規事業等



 

新型コロナウイルス感染症対策連絡調整員会議 

筑西市新型コロナウイルス感染症対策方針及び経過報告策定にあたっては、

「新型コロナウイルス感染症対策連絡調整員会議」を計２回開催しとりまとめ

ました。 

 

◆会議の開催経過 

開催時期 会 議 主な検討内容等 

６月１４日(月) 第１回 

○新型コロナウイルス感染症

対策ビジョン策定の進捗状

況、新規事業について 

・各部局のビジョンの報告 

・新規事業について 

６月２５日（金） 第２回 

○新型コロナウイルス感染症

対策ビジョン策定進捗状況、

新規事業の追加について 

・今後のスケジュールについて 

 


